
お
姿
を
拝
見
し
て
、
母
校
の
今
を

知
っ
て
頂
き
た
い
と
、
六
月
十
九

日
に
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
盛
会
裏

に
行
な
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
遠

く
は
神
奈
川
県
、
東
京
か
ら
初
参

加
さ
れ
た
方
々
や
、
新
聞
を
見
て

と
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
方
々
と

昨
年
を
上
回
る
出
席
者
数
に
同
窓

の
絆
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

役
員
改
選
を
行
な
い
新
役
員
八
名

を
加
え
、
十
七
名
で
、
百
周
年
に

向
け
新
た
な
気
持
で
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　大
正
〜
昭
和
〜
平
成
と
、
様
々

な
時
代
を
超
え
て
築
き
上
げ
た
、

伝
統
の
重
さ
、
揺
る
ぎ
な
い
桃
李

の
精
神
。
今
、
同
窓
会
室
は
百
周

年
一
色
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

「
世
代
を
つ
な
ぐ
桃
李
の
絆
」
で

す
。　誇

り
た
か
き
母
校
の
同
窓
会
運

営
に
、
さ
ら
な
る
御
指
導
、
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　今
年
は
穏
や
か
な
年
に
な
り
ま

す
様
に
と
願
い
つ
つ
新
年
を
迎
え

ま
し
た
。
皆
様
、
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　昨
年
、
三
月
十
一
日
以
降
、
東

日
本
、
と
り
わ
け
福
島
県
は
、
大

震
災
に
よ
る
地
震
と
津
波
の
発
生

そ
れ
に
伴
う
原
発
問
題
、
風
評
被

害
の
数
々
と
、
か
つ
て
経
験
し
た

事
の
な
い
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
困
難
な
状
況
を
強

い
ら
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

　制
服
も
間
に
合
わ
ず
、
各
中
学

校
の
制
服
姿
で
、
入
学
式
に
出
席

し
た
生
徒
達
で
し
た
が
、
「
私
達

が
震
災
の
復
興
の
担
い
手
に
な

る
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
た
姿
が
、
頼
も
し
く
、
忘
れ
ら

れ
な
い
入
学
式
に
な
り
ま
し
た
。

　総
会
開
催
も
、
ど
の
様
に
す
べ

き
か
検
討
し
ま
し
た
が
、
こ
ん
な

時
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
様
の
元
気
な
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も
と
て
も
美
味
し
く
話
が
弾
み
ま

し
た
。
来
年
も
同
窓
会
総
会
が
開

催
さ
れ
る
と
思
う
の
で
今
か
ら
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

山
﨑
　
ヨ
ネ

（
昭
和
21
年
度
卒
）

 

去
る
同
窓
会
に
は
会
長
さ
ん
初

め
役
員
の
皆
様
の
御
尽
力
で
盛
大

に
行
わ
れ
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
卒
業
後
60
余
年
初
め
て
会
う

方
も
あ
り
、
桃
李
の
マ
ー
ク
・
校

歌
も
タ
ジ
タ
ジ
で
し
た
。
記
念
写

真
を
お
送
り
下
さ
り
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

こ
れ
を
機
に
来
年
も
と
フ
ァ
イ

ト
を
も
や
し
健
康
に
気
を
つ
け
て

頑
張
り
ま
す
。
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。

　

関
根
　
あ
ず
さ（

平
成
22
年
度
卒
）

　
初
め
て
の
出
席
で
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
が
、
卒
業
し
て
以
来
会

え
な
か
っ
た
友
人
や
担
任
の
先
生

に
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
大
先
輩
方
と
も
お
話
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
友
人
と
担
任
の
先
生
と
は
、
春

休
み
中
の
こ
と
や
進
学
先
の
話
な

ど
近
況
報
告
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

数
ヶ
月
前
ま
で
は
毎
日
一
緒
に
い

た
友
人
達
が
元
気
で
や
っ
て
い
る

こ
と
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　
嬉
し
い
再
会
と
新
し
い
出
会
い

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　

菅
野
　
純
果

（
平
成
22
年
度
卒
）

　
私
は
幹
事
に
な
り
今
年
６
月
に

開
催
さ
れ
た
同
窓
会
総
会
に
出
席

し
ま
し
た
。
成
蹊
の
懐
し
い
先
生

方
や
友
達
に
会
え
た
の
で
そ
れ
だ

け
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
幹
事
の
方
と

も
初
め
て
顔
合
わ
せ
を
し
、
私
も

こ
の
中
の
一
員
に
な
れ
た
ん
だ
と

思
う
と
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
料
理

　

宍
戸
　
ひ
ろ
み（

昭
和
57
年
度
卒
）

 

震
災
か
ら
三
ヶ
月
同
窓
会
総
会

の
案
内
を
見
て
、
初
め
て
姉
妹
で

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

不
安
と
緊
張
の
中
総
会
が
進
行
、

い
つ
の
間
に
か
同
窓
生
の
皆
様
方

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
総
会
後
の
声
楽
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
素
敵
な
歌
声
を
聴
く
事
が

で
き
感
動
と
同
窓
生
の
活
躍
を
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
姉
妹
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
先
生
方
に
も
お

会
い
す
る
事
が
で
き
学
生
時
代
に

戻
っ
た
様
で
し
た
。
来
年
は
創
立

百
周
年
と
の
事
、
是
非
三
姉
妹
で

同
窓
会
総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
総
会
に
出
席
し
て

入学式
定例役員会
会報16号発送
会計監査
定例役員会
墓参（初代・4代校長）
総会開催
総会反省会
定例役員会
定例役員会
桃李祭
会報17号編集委員会
定例役員会
定例役員会
定例役員会

定例役員会
会報17号編集会議
新幹事顔合わせ会
同窓会入会式
卒業式

平成22年　
4月 8日
10日

27日
5月 8日
6月12日
13日
21日

7月10日
9月  4日

5日
16日

10月 9日
11月13日
12月11日
平成23年　
1月15日
25日
28日

2月28日
3月 1日

会　務　報　告福 島 成 蹊 高 等 学 校 同 窓 会 一 般 会 計 決 算 書
平成22年4月1日～平成23年3月31日

1 . 収入金額 2,207,506　2 . 支出金額 1,767,812　3 . 差引金額 439,694

特別積立金（平成23年3月31日現在）　12,558,857円
上記帳簿及び関係書類について監査の結果正確であることを認めます

平成23年5月7日　　監事　杉内　文子　　櫻内真智子

収 入 の 部
項 目
会 費
預 金 利 子
雑 収 入
繰 越 金
合 計
支 出 の 部
項 目
事 業 費
会 議 費
会報発行費
協 力 費
交 誼 費
通 信 費
旅 費
事 務 費
特別積立費
予 備 費
合 計

1,500,000
1,000
5,000
485,293
1,991,293

1,488,000
213

234,000
485,293
2,207,506

△12,000
△787
229,000

0
216,213

適　　用
4,000×372人
普通預金利子
総会御芳志・会費
前年度より繰越

500,000
100,000
200,000
400,000
50,000
150,000
5,000
100,000
300,000
186,293
1,991,293

652,272
19,130
150,000
400,940
18,053
141,060

0
86,357
300,000

0
1,767,812

増　　減
152,272
△80,870
△50,000

940
△31,947
△8,940
△5,000
△13,643

0
△186,293
△223,481

適　　用
総会等
役員会、幹事会
会報第17号
全国大会激励、広告協賛費
慶弔費
切手、名簿補助等

印刷費等
基金積立

（単位：円）

本年度予算額 本年度決算額

増　　減本年度予算額 本年度決算額

新役員一同
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全員で校歌を歌う

伊藤　紘子
（平成11年度卒）

鈴木文美子
（平成11年度卒）



に
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
営
業

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
開
店
当
初

よ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
は

変
わ
る
こ
と
な
く
ご
愛
飲
い
た
だ

き
嬉
し
い
限
り
で
す
。
「
ホ
ッ
ト

サ
ン
ド
」
「
和
風
ハ
ン
バ
ー
グ
」

が
人
気
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。
開
店
当
初
の
お
客
様
が
社
会

人
と
な
ら
れ
ラ
ン
チ
に
、
お
子
様

連
れ
で
お
仲
間
と
、
懐
か
し
い
お

顔
を
拝
見
し
、
皆
様
の
絆
で
営
業

で
き
る
こ
と

を
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

故
郷
・
福
島
で

　伊
藤
　紘
子
　
　

（
平
成
11
年
度
卒
）

　
国
立
音
楽
大
学
で
声
楽
を
勉
強

し
、
現
在
は
特
別
支
援
学
校
教
員

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
仕
事
と

声
楽
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
今
の

私
に
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
周

囲
の
人
々
に
支
え
て
頂
き
つ
つ
、

細
々
な
が
ら
も
声
楽
の
勉
強
を
続

け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
日
々

の
一
つ
一
つ
が
私
の
中
に
積
み
重

な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
故

郷
・
福
島
で
の
毎
日
に
幸
せ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
日

常
を
大
切
に
し
、
よ
り
よ
い
音
楽

を
歌
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ん
か
ら
は
「
成
蹊
の
発
展
を
同

窓
生
と
し
て
心
か
ら
喜
ん
で
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
ま
す
。
」
と

心
の
こ
も
る
あ

い
さ
つ
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

思
い
出「

松
月
堂
」
安
田
　ト
シ
エ
　

（
昭
和
25
年
度
卒
）

　
終
戦
直
後
の
混
乱
期
の
、
高
校

生
活
で
し
た
。
服
装
も
手
作
り
で

今
思
う
と
冷
汗
が
出
ま
す
。
新
聞

部
や
生
徒
会
活
動
も
、
曲
り
な
り

に
も
行
な
い
ま
し
た
。
又
看
護
の

日
に
、
大
原
病
院
で
一
日
看
護
実

習
や
、
東
大
の
安
田
講
堂
で
開
催

さ
れ
た
新
聞
大
会
に
、
故
齋
藤
正

雄
先
生
・
冨
田
マ
ツ
さ
ん
と
参
加

し
た
事
な
ど
走
馬
燈
の
よ
う
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
高
校
卒
業
後
、

菓
子
店
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
創
業
八

十
七
年
真
心
込
め
て
皆
様
に
喜
び

愛
さ
れ
る
お
菓
子
作
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。
最
後
に

母
校
の
益
々
の
発

展
を
心
か
ら
祈
念

し
て
い
ま
す
。

皆
様
に
支
え
ら
れ
て
今
日
ま
で

「
珈
琲
の
街
」
遠
藤
　涼
子
　
　

（
昭
和
41
年
度
卒
）

　
昭
和
53
年
に
開
店
し
、
お
客
様

冨
田
マ
ツ
さ
ん
に
感
謝
状

　
平
成
23
年
12
月
13
日
、
冨
田
マ

ツ
さ
ん
（
昭
和
25
年
度
卒
）
か
ら

教
育
活
動
の
充
実
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
学
校
に
多
額
の
寄
付
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ご
厚
意
に
対
し
て
、
平
成

24
年
１
月
６
日
、
近
野
輝
雄
学
園

理
事
長
よ
り
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
田
哲
朗
校

長
が
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
冨
田

通
り
の
教
育
が
行
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

漏
洩
は
心
配
で
す
が
、
生
徒
が
安

心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う

グ
ラ
ン
ド
の
表
土
除
去
な
ど
万
策

を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
災
害
に
も

滅
げ
ず
後
輩
が
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
母
校
成
蹊

に
特
段
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
同
窓
生
の
皆
様
、
元
気
で
お
過

し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
３
月
11

日
に
未
曾
有
の
大
震
災
が
発
生
し

大
変
な
年
に
な
り
ま
し
た
。
震
度

６
の
大
震
災
で
し
た
の
で
被
災
さ

れ
た
方
も
沢
山
い
ら
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
心
か
ら
お
見

舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。
学
校
は
建

物
の
損
傷
は
結
構
う
け
ま
し
た
が

人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

震
災
直
後
は
行
事
の
中
止
、
変
更

す
る
な
ど
混
乱
し
ま
し
た
が
、
最

近
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
平
常

じ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
制
約
の

中
、
結
果
を
見
れ
ば
全
国
大
会
で

陸
上
・
水
泳
ク
ラ
ブ
は
入
賞
者
を

出
し
、
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
も
金
賞
受

賞
と
、
地
域
を
大
い
に
盛
り
立
て

ま
し
た
。
勿
論
こ
れ
は
本
校
の
持

て
る
力
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、

私
達
は
こ
れ
か
ら
の
福
島
の
復
興

を
担
え
る
人
材
を
少
し
で
も
多
く

育
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
常
日
頃
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は

成
蹊
学
園
発
展
の
為
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
震
災
で
始
ま
り
ま
し

た
今
年
度
は
皆
様
方
に
取
り
ま
し

て
も
生
涯
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い

数
々
の
困
難
が
在
っ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
学
校
で
は

生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
本
県
の
復
興
に
寄
与
す

べ
く
取
り
組
ん
だ
印
象
を
強
く
感

同
窓
生
の
今
・
・
・

渋
　谷
　ス
ズ
イ（
昭
30
年
度
卒
）

丹
　野
　リ
　ン（
昭
21
年
度
卒
）

益
　田
　幸
　子（
昭
28
年
度
卒
）

上
　枝
　治
　代（
昭
22
年
度
卒
）
　

齋
　藤
　ヨ
　シ（
昭
23
年
度
卒
）

浅
　野
　良
　子（
昭
36
年
度
卒
）
　

須
　田
　カ
ヨ
子（
昭
41
年
度
卒
）

金
　子
　昭
　七（
学
園
参
事
）

石
　井
　
　
　都（
昭
41
年
度
卒
）

小
　林
　征
　子（
昭
35
年
度
卒
）

関
　根
　綾
　子（
昭
55
年
度
卒
）

杉
　内
　文
　子（
昭
54
年
度
卒
）

木
　山
　律
　子（
昭
58
年
度
卒
）

大
　関
　昭
　子（
昭
48
年
度
卒
）

矢
　吹
　は
る
香（
平
９
年
度
卒
）

丹
　野
　清
　子（
昭
49
年
度
卒
）

竹
　中
　綾
　子（
昭
47
年
度
卒
）

羽
　田
　き
く
の（
昭
40
年
度
卒
）

山
　科
　直
　枝（
昭
53
年
度
卒
）

増
　沢
　ナ
　ミ（
昭
39
年
度
卒
）

渡
　辺
　八
千
代（
昭
48
年
度
卒
）

中
　島
　千
　代（
昭
39
年
度
卒
）

高
　野
　豊
　子（
昭
42
年
度
卒
）

本
　田
　文
　子（
昭
47
年
度
卒
）

阿
　部
　末
　美（
昭
56
年
度
卒
）

名
誉
会
長

顧

　
　問

会

長

副
会
長

会
計
監
査

会

計

書

記

幹
事
長

常
任
幹
事

事
務
局
員

同
窓
会
役
員
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理　
事　
長　
近
　野
　輝
　雄

ご
　挨
　拶校　

　
　
長　
本
　田
　哲
　朗

福
島
の
復
興
に
向
け
て



大
正
２
・
６

　
　
３
・
６

　
　
９
・
４

　
　
12
・
１

昭
和
8
・
６

　
　
18
・
６

　
　
19
・
３

　
　
20
・
12

　
　
21
・
３

　
　
22
・
12

　
　
23
・
４

　
　
26
・
４

　
　
28
・
11

　
　
30
・
５

　
　
33
・
９

   　
34
・
10

　
　
36
・
５

　
　
38
・
11

　
　
40
・
３

　
　
46
・
３

　
　
48
・
４

　
　
　
・
11

福
島
市
万
世
町
に
「
私
立
福
島
成
蹊
女
学
校
」
創
立
。

（
初
代
校
長
に
前
県
立
福
島
高
等
女
学
校
長
）

熊
田
子
之
四
郎
先
生
が
就
任
。

福
島
市
宮
町
に
移
転
し
た
。
以
後
45
年
居
住
し
た
。

財
団
法
人
福
島
成
蹊
女
学
校
と
校
名
を
改
称
。

社
団
法
人
私
立
福
島
成
蹊
女
学
校
と
改
称
。

財
団
法
人
福
島
成
蹊
女
子
商
業
学
校
と
改
称
。

一
谷
源
八
郎
先
生
が
校
長
（
二
代
）
に
就
任
。

財
団
法
人
福
島
成
蹊
女
学
校
に
復
元
。

財
団
法
人
福
島
成
蹊
中
学
校
を
併
設
し
た
。

北
川
次
男
先
生
が
校
長
（
三
代
）
に
就
任
。

財
団
法
人
福
島
成
蹊
女
子
校
等
学
校
に
改
称
。

中
学
校
を
福
島
成
蹊
女
子
高
等
学
校

付
属
中
学
校
と
改
称
。

学
校
法
人
福
島
成
蹊
学
園
を
設
立
し
た
。

明
石
智
真
先
生
が
校
長
（
四
代
）
に
就
任
。

上
浜
町
に
校
舎
・
体
育
館
建
築
開
始
。

宮
町
校
舎
よ
り
上
浜
町
校
舎
へ
全
校
移
転
。

全
工
事
が
完
了
。

茶
室
「
不
二
庵
」
が
完
成
。

「
こ
み
ち
寮
」
（
合
宿
所
）
が
完
成
。

佐
藤
実
先
生
が
校
長
（
五
代
）
に
就
任
。

設
置
学
科
は
本
科
と
教
員
養
成
科
の
二
科
と
し
た
。

設
置
学
科
に
研
究
科
を
新
た
に
設
置
し
た
。

創
立
10
周
年
を
迎
え
た
。
（
６
月
）

設
置
学
科
に
別
科
及
び
選
科
を
加
え
た
。

創
立
20
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

校
歌
・
校
旗
が
制
作
さ
れ
た
。

設
置
学
科
を
本
科
第
一
部
と
第
二
部
に
再
編
し
た
。

創
立
30
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

設
置
学
科
は
全
日
制
家
庭
科
及
び

普
通
科
、
専
攻
科
と
し
た
。

創
立
40
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

新
校
旗
が
完
成
し
、
樹
立
式
を
挙
行
。

卓
球
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
初
優
勝
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
初
優
勝
。
卓
球
・
全
種
目
制
覇
。

学
期
を
二
学
期
か
ら
三
学
期
に
改
定
（
４
月
）

創
立
50
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

創
立
以
来
最
高
の
卒
業
生
を
出
し
た
。（
四
六
九
名
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
初
優
勝
。

音
体
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
初
優
勝
。

創
立
60
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

昭
和
18
年
同
窓
会
立
ち
上
げ

　
校
長
が
同
窓
会
長
兼
務

昭
和
24
年
ま
で
兼
務　

昭
和
25
年
同
窓
生
初
代
会
長 

　
高
木
八
重
就
任

昭
和
36
年　
11
月

　
同
窓
会
会
員
名
簿
第
一
回
作
成

昭
和
38
年
11
月　
総
会
開
催　

昭
和
40
年
11
月　
総
会
開
催

昭
和
43
年
６
月　
総
会
開
催

昭
和
45
年
６
月　
総
会
開
催

昭
和
46
年
11
月　
総
会
開
催

昭
和
48
年
11
月　
総
会
開
催　
　

昭
和
51
年

　
同
窓
会
会
員
名
簿
第
二
回
作
成

昭
和
58
年
６
月

　
佐
藤
ロ
ク
会
長
就
任

昭
和
59
年
４
月

　
同
窓
会
総
会
開
催

昭
和
61
年
７
月

　
同
窓
会
会
報　
創
刊
号
発
行

平
成
３
年
新
体
育
館
に
緞
帳
贈
呈

平
成
６
年
６
月　
同
窓
会
総
会
開
催

　
丹
野
リ
ン
会
長
就
任

平
成
７
年
３
月

　
同
窓
会
会
報　
第
二
号
発
行

平
成
８
年

　
同
窓
会
会
員
名
簿
第
三
回
作
成

平
成
９
年
５
月

　
民
報
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
初
外
部
総
会
開
催

　
同
窓
会
会
報　
第
三
号
発
行

平
成
10
年
２
月

　
同
窓
会
会
報　
第
四
号
発
行

　
　
50
・
５

　
　
52
・
６

　
　
52
・
７

　
　
53
・
８

　
　
54
・
11

　
　
58
・
６

　
　
　
・
10

　
　
　
・
12

　
　
59
・
６

　
　
60
・
４

平
成
元
・
４

　
　
２
・
４

　
　
３
・
６

　
　
　
・
９

　
　
　
・
10

　
　
４
・
４

　
　
　
・
９

　
　
　
・
11

　
　
６
・
４

　
　
８
・
４

　
　
12
・
４

　
　
13
・
４

　
　
14
・
９

　
　
16
・
４

　
　
17
・
２

　
　
18
・
４

　
　
19
・
４

　
　
20
・
11

　
　
21
・
４

　
　
22
・
10

玉
川
春
雄
先
生
が
校
長
（
六
代
）
に
就
任
。

運
動
部
室
（
モ
ル
タ
ル
２
階
建
）
を
新
築
。

現
本
校
舎
の
建
築
工
事
着
手
。

新
校
舎
完
成
し
全
校
移
動
を
完
了
。

栗
村
道
彦
先
生
が
校
長
（
七
代
）
に
就
任
。

鈴
木
次
男
先
生
が
校
長
（
八
代
）
に
就
任
。

山
田
記
念
体
育
館　
竣
工
。

東
校
舎
増
築　
竣
工
。

菅
野
悦
雄
先
生
が
校
長
（
九
代
）
に
就
任
。

成
田
努
先
生
が
校
長
（
十
代
）
に
就
任
。

校
名
「
福
島
成
蹊
高
等
学
校
」
と
改
称
し
男
女
共
学
と
す
る
。

金
子
昭
七
先
生
が
校
長
（
十
一
代
）
に
就
任
。

南
校
舎
増
築
工
事　
竣
工
。

福
島
成
蹊
中
学
校
校
舎
完
成
。

福
島
成
蹊
中
学
校
開
校
。
中
高
一
貫
教
育
ス
タ
ー
ト
。

本
田
哲
朗
先
生
が
校
長
（
十
二
代
）
に
就
任
。

中
学
校
敷
地
内
に
、
茶
室
「
自
蹊
庵
」
完
成
。

「
文
化
ク
ラ
ブ
発
表
会
」
を
「
桃
李
祭
」
と
名
付
け
開
催
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
初
優
勝
。

「
第
一
回
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
。

テ
ニ
ス
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
初
優
勝
。

生
徒
募
集
定
員
、
次
年
度
よ
り
普
通
科
５
学
級
、
家
庭
科
３
学
級
に
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
会
式
（
信
夫
ヶ
丘
競
技
場
）
に
参
加
。

創
立
70
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

水
泳
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
初
優
勝
。

普
通
科
に
進
学
課
程
を
設
置
。

進
学
者
が
就
職
者
を
初
め
て
上
回
っ
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
初
優
勝
。

愛
唱
歌
「
い
つ
か
小
蹊
が
」
（
小
椋
佳
作
詞
・
作
曲
）
完
成
。

ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
全
日
本
コ
ン
ク
ー
ル
銅
賞
。

新
制
服
を
確
定
し
、
一
学
年
よ
り
着
用
。

創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

家
庭
科
募
集
中
止
。
進
学
・
普
通
・
情
報
・
生
活
文
化
を
設
置
。

普
通
科
一
括
募
集
。
二
次
年
よ
り
国
立
大
・
私
立
大
・
看
護
医
療
・
短

大
・
専
門
学
校
・
生
活
文
化
福
祉
を
設
置
。

創
立
90
周
年
記
念
式
典
挙
行
。

特
進
文
・
理
、
普
通
文
・
理
、
普
通
の
５
コ
ー
ス
設
置
。

全
面
共
学
と
な
る
。
野
球
部
新
設

平
成
11
年
６
月　
総
会
開
催

　
同
窓
会
会
報　
第
五
号
発
行

平
成
12
年
６
月　
総
会
開
催

　
同
窓
会
会
報　
第
六
号
発
行

平
成
13
年
６
月　
総
会
開
催　
　

　
同
窓
会
会
報　
第
七
号
発
行

平
成
14
年
６
月　
総
会
開
催　
　

　
同
窓
会
会
報　
第
八
号
発
行　

平
成
15
年
６
月　
総
会
開
催　
　

　
同
窓
会
会
報　
第
九
号
発
行

平
成
16
年
６
月　
総
会
開
催　
　

　
同
窓
会
会
報　
第
十
号
発
行

平
成
17
年
６
月　
総
会
開
催

　
同
窓
会
会
報　
第
十
一
号
発
行

平
成
18
年
６
月　
総
会
開
催

　
渋
谷
ス
ズ
イ

　
　
　
会
長
就
任

　
同
窓
会
会
報　
第
十
二
号
発
行

平
成
19
年
６
月　
総
会
開
催

　
同
窓
会
会
報　
第
十
三
号
発
行

平
成
20
年
６
月　
総
会
開
催

　
同
窓
会
会
報　
第
十
四
号
発
行

平
成
21
年
４
月　

　
中
学
校
校
旗
寄
贈

　
　
　
　
６
月　
総
会
開
催

　
同
窓
会
会
報　
第
十
五
号
発
行

　
石
井
都
会
長
就
任

平
成
22
年
６
月　
総
会
開
催

　
同
窓
会
会
報　
第
十
六
号
発
行

平
成
23
年
３
月

　
卒
業
証
書
フ
ォ
ル
ダ
ー
寄
贈

　
　
　
　
６
月　
総
会
開
催

　
同
窓
会
会
報　
第
十
七
号
発
行

百

年

の

あ

ゆ

み初代校長
熊田先生書
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平
成
二
十
三
年
度
進
路
状
況

　
進
路
指
導
部
長　
二
瓶　
貴
之　

 
今
年
度
の
進
路
状
況
は
、
未
曾

有
の
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
被
災

地
の
受
験
生
の
学
力
不
足
や
家
計

急
変
に
よ
る
進
路
変
更
の
増
加
等

が
あ
り
、
様
々
な
不
安
を
抱
え
な

が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
長
引
く
経
済
不
況
や
放
射
能

汚
染
等
、
県
内
の
受
験
生
に
与
え

た
苦
悩
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
全
国
的
な
四
年

制
大
学
の
志
望
動
向
は
、
就
職
に

強
い
理
系
や
看
護
医
療
、
教
育
学

部
等
の
資
格
系
が
人
気
で
あ
り
、

逆
に
不
況
下
で
就
職
に
弱
い
法
学
、

人
文
、
経
済
等
の
人
文
社
会
系
の

不
人
気
が
顕
著
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
就
職
で
は
、
震
災
の
影
響
に

よ
る
先
行
き
の
不
透
明
感
か
ら
、

特
に
県
内
の
求
人
が
激
減
し
、
他

校
で
は
就
職
先
を
県
外
に
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
い
ほ
ど
厳
し
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
下
、
本
校
の
進
学
・
就
職
実

績
は
例
年
並
み
に
推
移
し
、
五
年

連
続
就
職
内
定
率
百
％
を
達
成
出

来
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
事
で

す
。
今
後
は
ま
だ
ま
だ
一
般
人
試

が
続
い
て
ま
い
り
ま
す
。
生
徒
諸

君
の
直
向
き
な
努
力
と
合
格
を
信

じ
、
教
職
員
一
同
、
最
後
ま
で
精

一
杯
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

夢
が
叶
っ
て

　穴
澤
　あ
す
か
　
　

（
平
成
18
年
度
卒
）

　
教
育
実
習
で
母
校
の
教
員
に
な

り
た
い
と
宣
言
し
て
か
ら
早
一
年

半
。
私
は
今
そ
こ
に
立
っ
て
い
る
。

よ
う
や
く
掴
ん
だ
夢
で
あ
る
。
し

か
し
現
実
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り

で
は
な
い
。
教
え
る
こ
と
の
難
し

さ
を
日
々
実
感
し
て
い
る
。
毎
日

繰
返
し
伝
え
、
共
に
行
動
す
る
こ

と
で
生
徒
は
よ
う
や
く
動
く
の
で

あ
る
。
か
つ
て
の
自
分
も
そ
う

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

に
し
て
育
て
て
く
れ
た
恩
師
の
あ

り
が
た
さ
に
、
よ
う
や
く
気
付
く

こ
と
が
出
来
た
。

　
微
力
な
が
ら
今
後
と
も
成
蹊
の

発
展
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。
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福
島
大
学
人
間
発
達
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
音
楽
科

　藤
田
　夏
美
　
　

（
平
成
22
年
度
卒
）

　
震
災
の
影
響
で
入
学
式
が
延

期
と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
入

学
し
半
年
経
ち
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
専
門
分
野
の
他
に

様
々
な
分
野
を
広
く
学
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
中
で
今
ま
で
の
経

験
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、

成
蹊
高
校
で
勉
強
し
て
き
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
他
専
攻
、
他
県
出
身
の
人
と

の
関
わ
り
や
い
ろ
い
ろ
な
演
奏

会
へ
の
出
演
で
は
、
新
た
な
発

見
や
驚
き
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
　
高
校
時
代
と
は
違
い
、
好
き

な
音
楽
が
思
う
存
分
で
き
、
と

て
も
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　
東
北
学
院
大
学
経
営
学
部

　千
葉
　良
彦
　
　

（
平
成
21
年
度
卒
）

　
私
は
、
初
め
大
学
に
入
学
が

決
ま
っ
た
時
、
正
直
色
々
な
不

安
で
一
杯
だ
っ
た
。
友
人
関
係

や
、
福
島
か
ら
で
も
通
え
る
か
、

大
学
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
　
し
か
し
、
大
学
生
活
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
て
い
く
に
つ
れ
、
そ

ん
な
不
安
は
無
く
な
っ
た
。
今

は
、
ゼ
ミ
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、
大
学
生
に
し
か
出
来
な

い
経
験
を
し
、
多
く
の
友
人
ら

と
と
も
に
、
充
実
し
た
毎
日
を

送
っ
て
い
る
。

　
来
年
か
ら
は
、
就
活
が
始
ま

る
が
、
厳
し
い
状
況
で
も
内
定

を
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

平成23年度 進路状況　平成24年2月20日現在（一部の学校のみ記載）
11名

30名

424名

27名

20名

52名

10名

国 公 立 大

文部科学省管轄外の大学校等

私 立 大

短 期 大 学

看護医療専門学校

専 門 学 校

就 職 内 定 者

平成22年度 合格状況　（一部の学校のみ記載）
80名

43名

548名

46名

32名

61名

20名

国 公 立 大

文部科学省管轄外の大学校等

私 立 大

短 期 大 学

看護医療専門学校

専 門 学 校

就 職 内 定 者

東京工業大1名、東北大6名、北海道大2名、東京農工大、埼玉大4名、電気通信大4名、新潟大4名、宇都宮大3名、茨城大2名
岐阜大、弘前大3名、福島大14名、福島県立医科大看護学部、山形大5名、北海道教育大、国際教養大、横浜市立大2名
高崎経済大3名、神奈川県立保健福祉大、宮城大、福井県立大、新潟県立大、兵庫県立大2名、会津大、前橋工科大3名、
秋田県立大2名、岩手県立大3名、青森公立大2名、釧路公立大2名、公立はこだて未来大、高知工科大、名桜大

防衛大学校21名、航空保安大学校7名、海上保安大学校6名、防衛医科大高等看護学院9名

明治大、立教大、中央大,法政大、同志社大、立命館大、津田塾大、成蹊大、東京女子大、日本女子大、明治学院大、東洋大、駒沢大、専修大、日本大、
武庫川女子大、東京農業大、武蔵野大、芝浦工業大、玉川大、 濁協大、國學院大、神田外語大、東京都市大、東京電機大、文教大、神奈川大、
東北学院大、東北福祉大、 星薬科大、東京薬科大、明治薬科大、東北薬科大、国際医療福祉大、東邦大、日本赤十字秋田看護大、ほか 

慶應義塾大、早稲田大、東京理科大、中央大、明治大、法政大、同志社大、立命館大、関西大、関西学院大、津田塾大、
東京女子大、東京農大、成践大、武蔵野大、明治学院大、國學院大、日本大、東洋大、駒沢大、専修大ほか

福島学院大短大部14名、桜の聖母短大13名、青山学院女子短大、立教女学院短大、東京家政大短大部、県立米沢女子短大

宇都宮大、福島大6名、県立医大看護学部、山形大、会津大、宮城大

防衛大学校13名、航空保安大学校10名、海上保安大学校1名、防衛医科大学校附属高等看護学院2名、海上保安学校4名

県立米沢女子短大2名、立教女学院短大、福島学院大短大部8名、桜の聖母短大8名、埼玉医科大短大部、亜細亜大短大部　ほか

県立衛生学院6名、大原看護4名、福島看護4名、ポラリス保健看護、北里大学保健衛生専門学院　ほか

仙台医療秘書福祉、東京法律専門、仙台ヘアメイク、福島介護福祉、神田外語学院、エコール辻東京　ほか

福島製鋼、日立オートモティブ、アイテック、ダイユーエイト、ニッテク、サンベンディング、キョウワプロテック　ほか

大原看護8名、県立衛生学院5名、福島看護6名、ポラリス保健看護2名、藤沢市立看護　ほか

仙台医療秘書福祉、大原簿記情報公務員、仙台ビューティーアート、郡山情報ビジネス　ほか

東京消防庁、陸上自衛隊、福島製鋼、JA新福島、曙ブレーキ、ニッテク、あずま脳神経外科病院　ほか



キ
ャ
プ
テ
ン
で
も
あ
る
八
巻
峻
耶

君
が
五
〇
Ｍ
自
由
形
、
二
〇
〇
Ｍ

個
人
メ
ド
レ
ー
と
も
に
二
位
、
一

年
生
の
小
川
潤
也
君
が
一
〇
〇
Ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ
で
二
位
、
二
〇
〇
Ｍ

バ
タ
フ
ラ
イ
で
三
位
、
リ
レ
ー
も
、

全
種
目
で
四
位
、
標
準
記
録
を
突

破
し
て
全
国
大
会
の
出
場
権
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

男
子
総
合
第
二
位
と
い
う
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
結
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
岩
手
県
の
盛
岡
市

立
総
合
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
持
て
る
力
を
発
揮
し
、

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
遠

藤
太
陽
君

が
、
一
五

〇
〇
Ｍ
自

由
形
で
、

本
校
男
子

で
は
初
の

表
彰
台
、

　
東
北
大
会
は
秋
田
県
立
総
合

プ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国

大
会
の
切
符
は
、
各
種
目
で
三
位

以
内
に
入
る
か
、
ま
た
は
こ
の
大

会
で
標
準
記
録
を
突
破
し
な
け
れ

ば
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
県
大
会
の
結
果
と
他
県
の
結
果

を
比
較
す
る
と
、
な
か
な
か
厳
し

い
と
い
う
印
象
で
し
た
。
標
準
記

録
を
見
て
も
、
特
に
リ
レ
ー
種
目

で
、
四
〇
〇
Ｍ
リ
レ
ー
が
標
準
記

録
ま
で
二
秒
二
、
八
〇
〇
Ｍ
リ

レ
ー
が
三
秒
五
、
四
〇
〇
Ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
に
至
っ
て
は
八
秒
四

も
縮
め
な
け
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
切
符
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
た
っ
た
二
秒
、
さ
れ

ど
二
秒
で
す
。
縮
め
る
こ
と
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
は
標
準
記
録
を
意
識
し
て
、
練

習
に
望
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

個
人
で
は
、
三
年
生
の
遠
藤
太
陽

君
が
四
〇
〇
Ｍ
、
一
五
〇
〇
Ｍ
自

由
形
で
優
勝
、
同
じ
く
三
年
生
で

が
ら
、
個
人
二
種
目
で
二
位
、
一

種
目
で
三
位
、
団
体
八
位
と
い
う

結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
男
女

十
三
名
が
東
北
大
会
に
駒
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
特
筆
す
べ
き
は
、
一

五
〇
〇
Ｍ
自
由
形
に
出
場
し
た
三

年
生
の
遠
藤
太
陽
君
が
県
新
記
録
、

県
高
校
新
記
録
で
優
勝
し
た
こ
と

で
す
。
震
災
時
は
他
県
の
プ
ー
ル

を
借
り
て
練
習
を
し
、
高
校
生
活

最
後
の
大
会
に
か
け
て
い
ま
し
た
。

東
北
大
会
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
活
躍
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と

の
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

震
災
を
超
え
て
全
国
へ

　
水
泳
部
顧
問
　
土
田
隆
弘
　

　
本
校
水
泳
部
は
男
子
十
二
名
、

女
子
三
名
の
計
十
五
名
で
頑
張
っ

て
き
ま
し
た
。
い
つ
も
で
あ
れ
ば
、

三
月
に
強
化
合
宿
を
組
み
、
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
始
動
、
チ
ー
ム
作

り
を
し
て
い
く
の
で
す
が
、
今
年

度
は
震
災
で
合
宿
先
の
プ
ー
ル
が

損
傷
し
た
た
め
合
宿
が
組
め
ず
、

ま
た
、
気
温
が
上
が
っ
て
も
放
射

線
の
問
題
で
室
外
プ
ー
ル
の
練
習

が
で
き
な
い
と
い
う
、
練
習
環
境

と
し
て
は
最
悪
の
形
で
シ
ー
ズ
ン

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
特
に
、
福
島
県
に
は
普
段
の
練

習
や
大
会
で
使
用
で
き
る
五
〇
Ｍ

室
内
プ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

会
に
向
け
て
の
練
習
と
な
る
と
五

〇
Ｍ
プ
ー
ル
で
の
練
習
は
欠
か
せ

な
い
の
で
、
本
番
の
大
会
で
は
タ

イ
ム
が
伸
び
て
く
る
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

も
、
地
区
大
会
が
中
止
と
な
り
、

調
整
も
で
き
ず
県
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
先
が
読
め
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
不
安
を
払

拭
し
て
く
れ
る
泳
ぎ
を
見
せ
、
男

子
は
個
人
が
五
種
目
で
優
勝
、
リ

レ
ー
も
全
種
目
優
勝
で
団
体
二
連

覇
、
女
子
も
三
名
と
い
う
少
数
な

在
校
生
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

三
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
ら
の
良
い

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
は
、
同
窓
会
の
皆
様
を
初
め
、

地
域
の
方
々
、
我
々
を
支
え
て
く

だ
さ
る
す
べ
て
の
方
の
お
か
げ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
感
謝

を
込
め
て
、
十
一
月
に
は
岡
部
に

あ
る
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
福
島
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
一
般
の
方
に

泳
ぎ
方
の
指
導
を
し
て
参
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

声
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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教　
諭　
　
三
本
杉　
博　
美

教　
諭　
　
髙　
橋　
　
　
洋

教　
諭　
　
鴨　
宮　
大　
典

教　
諭　
　
栃
久
保　
晴　
佳

教　
諭　
　
中　
原　
裕　
樹

一　

組　
　

佐
久
間　

隼　

也

　
　
　
　
　

益　

田　

祥　

秀

二　

組　
　

大　

石　

裕　

菜

　
　
　
　
　

八　

巻　

和　

也

三　

組　
　

舟　

山　
　
　

慧

　
　
　
　
　

渡　

邊　

勝　

彦

四　

組　
　

佐
久
間　
　
　

聖

　
　
　
　
　

渡　

邉　

茉
莉
子

五　

組　
　

佐
久
間　

舜　

介

　
　
　
　
　

杉　

原　

綾　

奈

六　

組　
　

有　

馬　

玲　

奈

　
　
　
　
　

柴　

田　
　
　

岬

七　

組　
　

菅　

野　

稜　

真

　
　
　
　
　

相　

馬　

聡　

乃

八　

組　
　

髙　

橋　

美　

帆

　
　
　
　
　

宮　

繁　

秀　

聡

九　

組　
　

尾　

形　

恭　

平

　
　
　
　
　

八　

巻　
　
　

綾

十　

組　
　

猪　

狩　

麻　

美

　
　
　
　
　

樋　

口　

莉　

奈

十
一
組　
　

黒　

羽　

美　

音

　
　
　
　
　

沼　

崎　

竜　

二

平成24年度 総会のお知らせ平成24年度 総会のお知らせ
●日　時／平成24年6月10日（日） 午前10時30分～
●場　所／ホテル福島グリーンパレス
●内　容／総会　懇親会
　　　　　アトラクション・母校ギター部演奏
●会　費／3,000円
●問合わせ先／福島成蹊高等学校
　　　　　　同窓会事務局 TEL 024-522-2049

　

今
年
度
は
百
年
の
あ
ゆ
み
を
編

集
し
て
み
ま
し
た
。懐
か
し
い
セ
ピ

ア
色
の
写
真
・
思
い
出
の
行
事
・
ク

ラ
ブ
活
動
等
、歴
史
を
ひ
も
と
き

読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
同
窓
生
の
皆
様
の
多
大
な
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
百
周
年
を
象
徴
す
る
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
募
集
に
も
三
百
件
を

越
え
る
応
募
を
い
た
だ
き
、
最
優

秀
賞
に
高
校
三
年
生
の
渡
部
優
輝

君
の
作
品
が
輝
き
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
も
「
世
代
を
つ
な
ぐ
桃
李

の
絆
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
ロ
ゴ

マ
ー
ク
も
決
ま
り
、
い
よ
い
よ
百

周
年
へ
の
取
り
組
み
が
加
速
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
私
が
、
こ
の
職
務
に
つ
き
ま
し

て
三
年
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の

先
輩
方
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
本
校
の
先
輩

方
の
頑
張
り
や
母
校
に
た
い
す
る

思
い
の
強
さ
・
深
さ
を
痛
切
に
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
成

蹊
の
百
年
の
あ
ゆ
み
を
探
る
た
め

に
学
校
保
存
の
ア
ル
バ
ム
や
、
お

貸
し
戴
い
た
貴
重
な
写
真
を
大
正

年
代
か
ら
現
在
ま
で
六
百
枚
以
上

の
も
の
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
し
て
保

存
で
き
る
よ
う
整
理
し
ま
し
た
。

そ
の
写
真
を
同
窓
会
室
掲
示
板
に

順
次
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
ご
来

校
の
際
に
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
百
周
年
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て

お
り
ま
す
が
同
窓
生
の
皆
様
の
お

力
添
え
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

福
島
成
蹊
学
園
参
事　
　
　
　
　

金
　子
　昭
　七

百
年
の
歴
史
を
共
有
す
る

　

ク
ラ
ス
会
開
催
の
場
合
は
、

名
簿
を
事
務
局
に
ご
提
出
し
て

下
さ
い
。
（
二
千
円
の
通
信
費

を
補
助
い
た
し
ま
す
）

　

会
報
18
号
は
、
昭
和
35
・

45
・
55
・
平
成
元
・
２
・
３
年

度
卒
業
の
皆
様
に
送
付
い
た
し

ま
す
。
今
後
、
卒
業
年
度
を

追
っ
て
順
次
会
報
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。
皆
様
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
運
営
協
力
費
は

現
在
一
七
一
五
〇
〇
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
会
報
送
付
等
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
・
創
立
百
周
年
の

記
念
事
業
同
窓
会
会
員
名
簿
作

成
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
順

調
に
進
み
８
月
刊
行
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

百
周
年
記
念
グ
ッ
ズ
を
制
作

検
討
中
で
す
。
総
会
の
時
に
皆

さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
準
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

2013年が百周年です

（全日本ギターコンクール金賞受賞）
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退
職
さ
れ
る
先
生
方

新
　
　幹
　
　事

編

　集

　後

　記

昭和2年度 卒業アルバムより（刺繍）昭和4年度 卒業アルバムより（和裁）
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